
三橋兄弟治《教会の見える風景》1939年 水彩、紙 74.0×57.0cm

新型コロナウイルスの影響により、イベントが中止・延期となる場合がございます。最新情報はホームページ等でご確認ください。

このパンフレットは、カーボンオフセットにより制作に伴うCO2排出をゼロにしています。
オフセットクレジットの提供者 ： アズビル株式会社

第62回 港の作家展（絵画）
4/25～5/1　10：00～17：00　※初日13：00～、最終日～16：00
団体展所属、フリーで創作を続ける「港横浜」を基点の作家展
主催 ： 港の作家美術協会

第90回 県展（公募）
5/3～5/8　10：00～18：00　※最終日～13：00
大人、ジュニア、記念企画の公募作品、650点を展示
主催 ： 神奈川県美術家協会

横浜絵画サロン絵画展
5/9～5/14　10:00～17:00　※初日12：00～、最終日～12：00
自由テーマ水彩画100点。横浜絵画サロンYouTube配信有
主催 ： 横浜絵画サロン

第24回 公募東京湘南絵画会展
5/10～5/14　10:00～17:00　※最終日～14：00
風景画、人物画、静物画、石膏デッサン等を展示する洋画の公募展
主催 ： 東京湘南絵画会

第17回 横浜美術協会会員会友展
5/16～5/22　10:00～17:00　※初日13：00～、最終日～12：00
洋画、日本画 150点迄。彫刻立体、写真作品を計約180点
主催 ： 横浜美術協会グループヨコテン

第54回 彩象展
5/23～5/29　10:00～18:00　※初日13：00～、最終日～12：00
公募した油彩、日本画約60点を展示し優秀作品には賞を授与
主催 ： 彩象美術協会

第40回 現代かながわ美術展
5/23～5/28　10:00～17:00　※初日13：00～、最終日～16：00
油彩、陶芸、彫刻、七宝、版画、能面、染色、水彩、硝子等30点
主催 ： 現代かながわ美術協会

2023・65周年記念二科神奈川支部展
5/31～6/5　10:00～18:00　※最終日～11：00
二科会支部同人と公募による意欲あふれる多様な表現作品150点
主催 ： 二科 神奈川支部

川へのドア展
2/1～2/5　10：00～18：00　※最終日～17：00
横浜国立大学の故、中尾誠先生に学んだメンバーによる平面作品
主催 ： 川へのドア

女子美術大学プロダクトデザイン専攻
卒業制作学外展示
2/3～2/5　10：00～17：00　※最終日～16：00
女子美術大学プロダクトデザイン専攻2023年卒業制作展示会
主催 ： 女子美術大学　プロダクトデザイン専攻

合同写真展 フォト'23
2/7～2/12　10：00～17：00　※初日13：00～、最終日～12：00
横浜市を中心に県内外17団体による合同写真展
主催 ： フォト展実行委員会

第45回記念 日月書道展（公募）
2/15～2/20　10:00～18:00　※最終日～14:00
漢詩、和歌、俳句を題材とした伝統的正統書大作、小品、学
生書初め等
主催 ： 日月書道会

第19回作品展「彩時記」
日本風景写真協会神奈川支部
2/21～2/27　10:00～18:00　※初日13:00～、最終日～15:00
「日本の風景」をテーマにした写真展。大全紙の写真67点展示
主催 ： 日本風景写真協会 神奈川支部

横浜国立大学 教育学部 書道ゼミ 卒業制作展
2/21～2/27　10：00～17：00　※初日13：00～、最終日～13:00
書道作品約20点
主催 ： 横浜国立大学 教育学部 書道ゼミ

神奈川県警察職員美術展
2/22～2/26　10：00～18：00
神奈川県警察職員等が制作した絵画、写真、書道、手工芸の作品
主催 ： 一般社団法人神奈川県警友会

横浜市民ギャラリー展覧会スケジュール 2023年2月～5月

第25回写真展OMSYSTEMズイコークラブ湘南支部
3/1～3/6　10：00～17：00　※最終日～13：00
会員が1年かけて撮影しプリントして額装した作品60点展示
主催 ： OMSYSTEMズイコークラブ湘南支部

和光大学卒業制作展「はなればなれハレバレ」
3/1～3/5　10：00～18：00　※初日13：00～
はなればなれの私達、巡り会う意味。和光大学卒業制作展
主催 ： 和光大学表現学部 芸術学科

第55回 主体美術神奈川作家展
3/7～3/13　10：00～18：00　※初日14：00～、最終日～14：00
神奈川県在住の主体美術協会会員及び入選作家による絵画展示
主催 ： 主体美術協会 神奈川作家展

痕跡と追憶
3/14～3/19　10：00～18：00　※初日13：00～、最終日～12：00
「痕跡と追憶」をテーマにした様々な形式の作品を多く展示
主催 ： OMOU

写真展ＡＳ
3/15～3/19　10：00～18：00　※最終日～14：00
写真に対する想いが詰まった、自由で新しいグループ展
主催 ： 写真展ＡＳ

カナソウトリエンナーレ2023
3/15～3/18　10：00～18：00　　
横浜の某高校卒業生による写真等の展示。今回で3回目の開催！
主催 ： カナソウトリエンナーレ

2月
第70回 書作展
3/22～3/26　10：00～18：00　※最終日～15：00
漢字、かな、詩文書、篆刻、刻字を網羅した公募の書道展
主催 ： 横浜書作協会

第11回 横浜開港アンデパンダン展
3/28～4/3　10：00～18：00　※初日14：00～、最終日～13：00
誰でも自由に出品でき、全員の作品が展示される開かれた展覧会
主催 ： 横浜開港アンデパンダン展実行委員会

第16回 アトリエ・ポルト展
4/4～4/9　10：00～17：00　※初日13：00～、最終日～16：00
第16回 アトリエ・ポルト展
主催 ： アトリエ・ポルト

第25回 華の墨絵会展
4/11～4/16　10：00～16：00　※初日13：00～、最終日～12：00
6号～100号を超える現代水墨画作品、掛軸含む70点余
主催 ： 華の墨絵会

第60回 日・朝友好展
4/25～4/30　10：00～18：00　※初日14：00～
日・朝友好展は日本人と在日コリアンとの友好と文化の交流を願う
主催 ： 日・朝友好展運営委員会

5月
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※2022年11月20日時点の情報です。主催者の都合等により情報が変更されることがあります。
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4月

［1階］
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●館内の備品を利用する際には、手指消毒又は石鹸による手洗いをお願いします。 
●館内での食事はできません（水分補給は除く）。
●十分な間隔を取っていただくため、各居室で入場制限を行う場合があります。
●ゴミはお持ち帰りください。
●エレベータは定員4名です。会話はご遠慮ください。
ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
詳細はHPをご確認ください　https://ycag.yafjp.org/ > お知らせ欄 > ご来館されるみなさまへお願い

新型コロナウイルス感染症拡大防止のためのお願い 
●来館前に予めご自宅等で検温をお願いします。発熱(37.5℃目安)又は風邪の症状のある場合は来館をお控えください。 
●施設入館時にマスク着用（マウスシールド等不可）、検温、手指消毒又は石鹸による手洗いをお願いします。
　※ご用意のない方には、マスクを原価で販売いたします。
●利用者同士で最低1ｍの距離を保ってください。
●大声での会話はご遠慮ください。

横浜市民ギャラリーの総合情報誌
vol .76　2023年2月ー2023年5月
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横浜市民ギャラリーコレクション展2023
描きたい風景

Yokohama Civic Art Gallery
Art News Magazine

地域連携　横浜・紅葉ケ丘まいらん

横浜港を見下ろす「紅葉ケ丘」とそこに立つ5つの文化施設、通称「まいら
ん」。周辺には歩いてまわることのできるフォトスポット、隠れた歴史や物語、
アート、文学、演劇、音楽など文化を感じられるスポットがいっぱい！横浜散
歩のお供に、ぜひ「横浜・紅葉ケ丘まいらん さんぽマップ」をご活用ください。

2023年3月4日（土）10:00～16:00 
【横浜・紅葉ケ丘まいらん】イベント開催！
紅葉ケ丘エリアにて伝統芸能やクイズなどお楽しみいただけます！
詳細は「横浜・紅葉ケ丘まいらん」SNSで発信中です！

右記のQRコードから「横浜・紅葉ケ丘まいらん さんぽマップ」
【PDF：4.39MB】をダウンロードしていただくと、スマートフォンで
も閲覧可能です。（「さんぽマップ」は当館でも配布しています。）

横浜美術館

東急田園都市線
横浜市営地下鉄

2022年11月14日（月）～2023年5月31日（水）*予定 
※屋外作品です。ご自由にご覧ください。

将来さらなる活躍が期待される若手
アーティストを紹介する小企画展「New 
Artist Picks」。大規模改修工事によ
る休館中は、特別版となる「Wal l 
Project」として、横浜美術館正面の
グランモール公園「美術の広場」に面
した仮囲いで、2回にわたり若手アー
ティストの創作を紹介。「村上早｜
Stray Child」展につづく第2回は、ミ
レニアル世代の感覚を描き出す、浦川
大志（うらかわ・たいし）を紹介します。

［お問合せ］ 横浜美術館 仮事務所
〒220-0012  横浜市西区みなとみらい4-3-1
　　　　　   PLOT 48
TEL 045-221-0300 FAX 045-221-0317
https://yokohama.art.museum/

催し物ピックアップ

横浜市民ギャラリーあざみ野催し物ピックアップ 「あざみ野駅」最寄駅

New Artist Picks：Wall Project 
浦川大志｜掲示：智能手机ヨリ横浜仮囲之図

シリーズ「冷蔵庫」より ©Tokuko Ushioda, Courtesy PGI

《窓と壁》（部分）2022年 パネルに綿布、ジェッソ、アクリル
撮影：山中慎太郎

みなとみらい線「みなとみらい駅」
JR「桜木町駅」最寄駅

ス マ ー ト フ ォ ン

あざみ野フォト・アニュアル2023

潮田登久子 写真展 永遠のレッスン ［展示室1］
横浜市所蔵カメラ・写真コレクション展 ［展示室2］
2023年1月28日（土）～2月26日（日）10:00～18:00 会期中無休

現代の写真表現を紹介する企画展とし
て、写真家、潮田登久子（1940年生まれ）
の個展を開催。冷蔵庫の外観と庫内を定
点観測するように写した「冷蔵庫／ICE 
BOX」、家族とともに生活した、歴史あ
る洋館で撮影された「マイハズバンド」な
ど、約130点を展示します。

さらに、「横浜市所蔵カメラ・写真コレク
ション展　写真をめぐる距離」を同時開
催。歴史的にも貴重なコレクションから、
カメラや写真を展示します。

［お問合せ］
〒225-0012  横浜市青葉区あざみ野南1-17-3  
アートフォーラムあざみ野内
TEL 045-910-5656　FAX 045-910-5674
https://artazamino.jp/

［B1階/1階］主催

横浜市民ギャラリーコレクション展2023 描きたい風景
2/24～3/12　10:00～18:00 （入場～17:30）
「描きたい風景」と題し、横浜を中心に国内から国外まで、
実際の風景をもとに描かれた作品にスポットを当てます
主催 ： 横浜市民ギャラリー

［2階/3階B］

3月

［3階A]

［全室]

［全室]

［1階/2階]

［1階]

［3階]

共催

横浜市民ギャラリーU35若手芸術家支援事業
高野ユリカ個展「REGARDING THE ECHO OF OTHERS」
4/6～4/16　10:00～18:00 ※最終日～14:00
新潟県長岡市に落とされた模擬原子爆弾投下跡地を主題と
した写真、映像作品の展示
主催 ： 高野ユリカ　共催 ： 横浜市民ギャラリー

［1階]

共催

横浜市民ギャラリーU35若手芸術家支援事業
whh! Exhibition 2023
4/8～4/30　10：00～18：00　※初日12：00～
慶応SFCの学生による芸術的応答の星座を横浜市民ギャラリーで
主催 ： whh!　共催 ： 横浜市民ギャラリー

［B1階]



新・今日の作家展2022 世界をとりとめる
ことばと色－それぞれの世界を探り、提示

報  告

編集・発行 ： 横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団/西田装美株式会社 共同事業体）　発行日 ： 2023年2月1日　デザイン ： 太田博久

©Yokohama Civic Art Gallery

横浜市民ギャラリー

【送迎車時刻表】 JR桜木町駅発 横浜市民ギャラリー発
 9   45
10 00 20 40
1 1 00 20 40
12 00 20 40
13 00 20 40
14 00 20 40
15 00 20 40
16 00 20 40
17 00 20

10 10 30 50
1 1 10 30 50
12 10 30 50
13 10 30 50
14 10 30 50
15 10 30 50
16 10 30 50
17 10 30 45
18 00

ご利用ください　送迎車サービス
桜木町駅 ⇔ 横浜市民ギャラリーを無料で巡回
おからだの不自由な方、ご高齢者に配慮した無料送迎サービスです。 
車いすのまま、ご乗車可能です。定員9名と限りはございますが、 
どなたでもご利用いただけます。
※新型コロナウイルスの感染拡大状況等により定員減、運休の場合が
あります。必ず運行状況を事前にご確認の上、ご利用ください。
※ご利用の際には、マスクの着用をお願いします。

〒220-0031横浜市西区宮崎町26-1
TEL 045-315-2828　FAX 045-315-3033　https://ycag.yafjp.org/
10：00～18：00 原則毎月第3月曜日、年末年始休館
 　https://facebook.com/ycag1964         @ycag1964

JR桜木町駅東口タクシー降車場看板
付近から出発  ※下記地図をご覧ください。

※運行時刻は9時45分桜木町駅始発、18時00分横浜市民ギャラリー最終発です。ただし展覧会初日と最終日や
展示室の利用時間によっては、始発・最終発の時刻が変更となったり、運休する場合がありますので必ず事前に
ホームページか電話等でご確認ください。※原則第3月曜日、年末年始は休館日のため運行がありません。また、
展覧会のない日も全便運休です。 ※交通事情、天候、施設状況等により運行が変更になる場合があります。

子どものためのアトリエ講座 2022年1～12月

クリエイティブな時間を過ごす　大人向けの講座

報  告

報  告
2022年度前期

横浜市民ギャラリーでは、学生からシニア世代まで、幅広い年齢層の方々が、経験を問わずに
創作活動やレクチャーを楽しむことができる「大人のためのアトリエ講座」を開講しています。
ギャラリーフロア最上階にあるアトリエにて、身近にアートを感じながら、さまざまなクリエイ
ティブ体験がお楽しみいただけます。2022年度前期は5講座を実施しました。
※2023年4月以降の講座は、3月中旬にチラシやホームページでお知らせします。

●着衣クロッキー
Aコース  2022年4/15,22,29,5/6 ： 20名
Bコース  2022年6/2,9,16,23 ： 18名

●人体を描く－ヌードと着衣－
2022年5/27,6/3,10,17 ： 18名
講師：清野晃代（画家）

電車でのアクセス
JR・市営地下鉄「桜木町駅」から徒歩10分  ※紅葉橋交差点を過ぎて左斜め❶の道を進みます。
京急「日ノ出町駅」から徒歩8分 ※野毛坂交差点を戸部方面に右側歩道を進み❷の坂道を上がります。

バスでのアクセス
市営バス103・292系統「戸部1丁目」「野毛坂」から徒歩2～4分／市営バス89系統「野毛坂」から徒
歩4分／市営バス8・26・58・101・105・106系統「紅葉坂」から徒歩7分

送迎車サービス
お身体の不自由な方、高齢者に配慮した無料送迎車サービスです。桜木町駅東口タクシー降車場看板
付近❸に送迎車が停車します。運行スケジュールや定員等は当館ホームページをご覧ください。

駐車場
有料、予約制［予約専用tel.045-315-4440｜1週間前から受付］

横浜市民ギャラリーゆかりの作家たち　vol.26　相笠昌義

相笠昌義《山下公園の日曜日》1988年 エッチング、アクアチント 30.0×73.9㎝

相笠昌義さんは1939年東京生まれ。戦時下に少年期をおくり、高校時代から本格的な昆虫採集に熱中し
ました。1962年に東京藝術大学美術学部油画科を卒業、同年日本版画協会第30回展に初出品、初入
選。同じ頃、公募展での落選が続いたことから油彩からは離れ、モノクロームのコラージュに取組むように
なりました。1969年日本版画協会会員。1970年頃より再び油彩、色彩を用いた作品を再開します。1979年
文化庁芸術家在外研修員としてスペインに滞在。1982年安井賞展安井賞受賞。
相笠さんは版画と油絵において、ありのままにとらえた人間や人間のいる風景を描き続けてきました。
本作は横長の構図に山下公園を広くとらえ、そこに人びとが集う様子を俯瞰で描いたものです。海や芝生、
遠方で建設が進む建造物、そして思い思いに休日を過ごす人びとも、銅版画で克明に表され、見る者の眼
を楽しませます。

※本作は「横浜市民ギャラリーコレクション展2023 描きたい風景」に出品されます。また、同展にあわせ相笠昌義氏の
インタビューを収録、会場や小冊子で紹介の予定です。

【展覧会データ】

新・今日の作家展2022 世界をとりとめる
2022年9月17日（土）～10月10日（月・祝）24日間　
10:00～18:00
横浜市民ギャラリー展示室1、B1
出品点数 ： 31件39点（イベントで制作したドローイングを含む）
展覧会入場者数3,748名+関連事業参加者数88名
=合計3,836名

【関連イベント】

仕草のドローイング「動きのなかにあることば」
古山結×小山衣美（ダンサー）
9月19日（月・祝）14:00～14:30
会場 ： 展示室1

対談「私たちは、星だろう」
小林達也×田中龍也（群馬県立近代美術館学芸員）
9月24日（土）14:00～15:30
会場 ： ４階アトリエ

対談「生き延びるための遊び」
大崎清夏×永井玲衣（哲学研究者）
9月25日（日）14:00～15:30
会場 ： ４階アトリエ

学芸員によるギャラリートーク
10月2日（日）14:00～14:30
会場 ： 展示室1、B1

主催：横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団／
　　 西田装美株式会社共同事業体）

photo:Ken KATO古山結 展示風景 photo:Ken KATO小林達也 展示風景

photo:Ken KATO大崎清夏、小林達也 展示風景 photo:Ken KATO大崎清夏 展示風景

photo:Ken KATO9/19 仕草のドローイング「動きのなかにあることば」

9/24対談「私たちは、星だろう」左から小林さん、田中さん

9/25対談「生き延びるための遊び」左から大崎さん、永井さん

横浜市民ギャラリーコレクション展2023 描きたい風景予  告

横浜市民ギャラリーの約1,300点の所蔵作品は、1964年の開館以来、企画展や国際展等の機
に収蔵されたものです。本年は「描きたい風景」と題し、横浜を中心に国内から国外まで、実際
の風景をもとに描かれた作品にスポットを当てます。
アーティストはどのような風景に心を惹かれ、創作意欲を掻き立てられたのでしょう。3つのセク
ション―「描きたい『横浜』―山下・山手エリア」「スケッチで描く街」「旅人のまなざし」により、
横浜らしさあふれる風景や日常の街角、異国の旅先で出会った景色を描いた油彩、水彩・素描、
版画などをご紹介します。アーティストと視点を共にしながら、散歩や旅を楽しむようにお楽し
みください。あわせて、横浜を描いた日本画家・宮本昌雄の特集展示を行うほか、クラウドファン
ディングのご寄附により修復が実現した作品2点を修復後初披露します。

●特集展示　宮本昌雄―横浜を描いた画家
横浜生まれの日本画家・宮本昌雄（1917～2016年）を特集します。まとまった展示は久しぶりとなる、横浜・子安付
近の工場風景をとらえた〈工場〉シリーズを中心に展示します。

添田定夫《春光の横浜港》1988年 油彩、キャンバス 97.2×130.2cm

安保健二《漁船の桟橋（鶴見川下流・生麦）》1979年 鉛筆、水彩、紙 24.1×32.4cm 櫻庭彦治《横浜･山手（外人墓地と港）》1963年 油彩、キャンバス 111.8×161.3cm

北岡文雄《朝やけのブルーモスク》1990年 木版 56.7×41.7cm 山崎秀夫《くらやみ坂》1979年 鉛筆、水彩、紙 35.2×27.2cm

【関連イベント】

●おしゃべりステーション＠コレクション展
作品を見て感じたことを鑑賞サポーター（ボラン
ティア）とお話ししませんか？おすすめ作品の紹介
も随時行います。
2月26日（日）、3月4日（土）各日13:30～15:30
会場： 1階展示室前スペース、展示室1・B1
参加無料、申込不要

●学芸員によるギャラリートーク
学芸員が展覧会の見どころをご紹介します。
3月4日（土）11:00～11:30
会場：展示室1・B1
参加無料、申込不要

●ハマキッズ・アートクラブ
「横浜市民ギャラリーまるごと探検ツアー」
コレクション展や作品収蔵庫などバックヤードを学芸員と
一緒にめぐります。おみやげミニワークショップも。
3月5日（日）10:30～12:00
対象・定員：小学3～6年生　8名(抽選）
参加費：1,000円
申込締切：2月14日（火）必着
事前申込制（詳細は当館ホームページをご確認ください）

※新型コロナウイルス感染拡大状況等により、展覧会および関
連イベントに変更が生じる場合があります。ご来場前に必ず
当館ホームページまたは電話で最新情報をご確認ください。

着物をほどく着衣クロッキー

人体を描く－ヌードと着衣－（講評会の様子） はじめての日本画　絹に描く－若冲の彩色に学ぶ－

●着物をほどく
2022年5/14 ： 15名
講師：伊東純子（アーティスト）

●はじめての日本画　絹に描く－若冲の彩色に学ぶ－
2022年9/3,10 ： 17名
講師：武田裕子（日本画家）

ハマキッズ・アートクラブは、「自分で考え、自分できめ、自分でする」ことを大切に、幼児・児童
を対象とする造形講座を実施しています。2022年は全10講座を開催し、157名のみなさんにご
参加いただきました。ためらうことなく手を動かす子、悩みながら少しずつ考えすすめる子など、
それぞれのペースで活動することができました。制作サポートに加わってくれた学生インターンも
大活躍でした。来年度のプログラムもどうぞお楽しみに！
※2023年4月以降の講座は、3月中旬にチラシやホームページでお知らせします。

1「スーパーカーをつくろう」1/23　講師：宇田川純子　年少～年長児と保護者： 10組19名
2 「オリジナルバッグをつくろう」2/19　講師：横浜美術館子どものアトリエチーム　
小学1～3年生： 11名

3 「横浜市民ギャラリーまるごと探検ツアー」3/12　講師：河上祐子　小学3～6年生： 7名
4「えのぐであそぼう」①4/23　②5/21　講師：山田佐映子　
年少～年長児と保護者：①12組24名、②12組24名

5 「星空のうちわをつくろう」6/4　講師：泉桐子　小学1～3年生： 10名
6「油絵に挑戦！」8/27　講師：東麻奈美　小学4～6年生： 16名
7 「切り絵で顔をコラージュしよう」10/16　講師：望月実音子　小学1～3年生： 10名
8 「スーパーカーをつくろう」11/23　講師：大岩久美　年長児： 14名
9 「トートバッグをつくろう」12/4　講師：宇田川純子　年少～年長児と保護者： 11組22名

横浜市民ギャラリーまるごと探検ツアー 切り絵で顔をコラージュしよう

「新・今日の作家展2022」は“世界をとりとめる”を副題に、詩人の大崎清夏さん、画家の小林達
也さん、古山結さんが出品し、開幕時は30件34点を展示しました。
大崎さんはTwitterで呟いてきた詩「私は思い描く」をB1展示室奥のスペース・3面の壁面にカッ
ティングシートを用いて展開するとともに、アーティストの毛利悠子さんらとつくった映像作品
《I/O》、新作の《ここで》で会場を構成しました。言葉を用いて表現する詩人の参加は前身の「今
日の作家展」時代（1964～2006年）も含めて初めてでした。展示室で見て・読み・体感する、本と
は異なる形で提示される詩が、見る人それぞれにイメージや記憶を想起させる空間となりました。
カゼインテンペラという技法を用いて制作する小林さんは、同じくB1展示室に新作を含む大型絵
画6点を展示しました。主題を決めず、作品自身がなりたい様を探り制作したという画面はいず
れも多くの色彩で埋め尽くされたものでした。長い時間をかけ描かれた作品はそれぞれ異なる表
情を持ち、大作が居並ぶ様は壮観でした。制作と並行して小林さんが思索した内容から導かれた
タイトルも印象的で、想像を掻き立てました。古山さんは1階展示室に、様々な大きさ・そして形状
の作品を25点展示しました（当初）。日本画材を用いながらも、支持体を削る、画面を引っ掻く等
独自の手法を取入れた制作は、古山さんが自らの身体で体験した物事を整理する過程と呼応し
ているといいます。物語性を感じさせるものや、絵具の素材感が際立つもの等、やはり印象的
なタイトルと相まって、見る人それぞれが作品を起点とした世界を紡ぐような空間となりました。
関連イベントは、大崎さんは哲学研究者の永井玲衣さん、小林さんは群馬県立近代美術館学芸
員の田中龍也さんと対談し、出品作品やその背景にあるものを掘り下げる内容となりました。古
山さんはダンサーの小山衣美さんとパフォーマンスをおこない、制作されたドローイング5点は会
場に追加展示しました。

入江正巳《華虹門》1973年 紙本着彩 81.0×101.0cm宮本昌雄《工場 58》1958年 紙本着彩、パネル 117.1×170.6cm

横浜市民ギャラリーコレクション展2023　描きたい風景
2023年2月24日（金）～3月12日（日）10:00～18:00（入場は17:30まで）　
横浜市民ギャラリー展示室1、B1 　入場無料、会期中無休
主催：横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団／西田装美株式会社共同事業体）




